
鳥取県のグリーンニューディールへの挑戦

○ナノオプトニクス・エナジー米子ＥＶ工場（仮称）

・操業開始 ： 平成２３年春（予定）

・事業内容 ：（当初）電気自動車の開発・製造事業

（将来構想）太陽光発電設備の製造・運用事業
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鳥取県資料

鳥取県は、グリーンニューディール・経済成長戦略の策定などにより

地域の産業創造に挑戦しています。

○自然エネルギーの活用
・高い自然エネルギーに対する県民意識

・充実している住宅用太陽光発電等導入の助成制度

自然エネルギー（風力、太陽光発電）の世帯数当たりの導入量（試算）は全国２位
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○自然環境、培われた技術など鳥取県の地域特性・資源を

活かした“とっとり発”エネルギー地産地消モデルの構築を図る。

２


	スライド番号 1
	スライド番号 2

